
さまざまなタイプのICカードシステムをトータルに

サポートする｢日立ICカードシステムソリューションズ+

企業情報システムや社会･公共システムのインフラストラクチャーの一つとして,高いセキュリティ機能と

携帯性を併せ持ったICカードが注目されている｡また,電子マネーから入退出管理まで,複数のアプリケーショ

ンを1枚のカードで利用できるICカードシステムのニーズも高まっている｡そのため,日立製作所は,日立ソリュ

ーション体系"Cyberfront”に基づいて,さまざまなタイプのICカードシステムの構築から保守までをトータ
ルに支援するソリューションメニューを体系化した｢日立ICカードシステムソリューションズ+を開発した｡

■■

■■

■■

毎

｢日立ICカードシステムソリューションズ+を開発した,情報･通信

グループ情報システム事業部金融ビッグバン推進本部ICカードシス

テムビジネス推進センタの船橋義孝主任技師(左)と同グループシス

テム開発本部第四部の木元和宏主任技師(右)｡

多様なニーズに幅広いラインアップで

こたえる

一関発の背景は｡
｢ICカードには人別して,非接触型と接触巧竺があり

ます｡装置にかぎすだけの非接触型ICカードは利便作

に優れており,r‾l立製作所は,企業の人退出管押シス

テムなど多くの非接触型ICカードシステムを提案して

きました｡近年さらに,1校のカードに袴数のアプリ

ケーションを搭載した高セキュリティの接触型ICカー

ドが登場し,ICカードシステムの普及に拍車がかかっ

ています｡そのため,従来のICカードソリューション

を大幅に拡張し,非接触型ICカードの高い利悼性と.

接触型ICカードの高いセキュリティ件を併せ持った幅

広いソリューションのラインアップを実現しました｡

業種や用途にんむじた適切なハードウェア,ソフトウェ

ア,サービスを組み合わせたソリューションの提供を

通じて,お嘗様のニーズに合ったICカードシステムを
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日立ICカードシステムソリューションズの体系

トータルにサポートします｡また,このソリューショ

ンと口立製作所のセキュリティ製品およびサービス体

系"Secureplaza”を連携させることで,高セキュリテ

ィシステムを提供します｡+

一新たに開発したソリューション群とは｡
｢業柏別や業種を超えて利用できるICカードシステ

ムソリューションの第1弾として,金融分野用『決済

ソリューション』,文教分野用『キャンパス カードソ

リューション』,流通分野用『会員カードソリューショ

ン』,業種共通の『社員カードソリューション』を開発

しました｡,ICカードの発行と運常に必須の『ICカード

発行システムサービス』や,『認証吉発行･運営管理サ

ービス』など.ICカードシステム基盤サービス群も取
りそろえました｡+

先進の暮Cカードシステムをサポート

ーどのようなICカードシステムに対応しているのか｡
｢巾界の業界標準化の流れの中にある接触型ICカード

『MUI∫OS*カード』に対応しています｡MUIJOSカー

ドでは,′名√マネー,クレジット ポイントプログラ

ムなどの褐数機能を1校のカード上で実現できるうえ

に,従来は不可能だったICカード発行後のアプリケー

ションの追加や削除も柔軟に行うことができ,高いセ

キュリティ件も持っていますl_)中でも今回,日立製作所

が世界で初めて(1999年7月現在)サポートした

『MUI∫OSハイブリッドカード』は,多機能性と高セキュ

リティ性に加え,非接触型ICカードの利便惟を持った

先進のカードです｡そして,MUIJTOSと,MUI+､OS

と､綻んで業界標準的な広がりを見せている『MIFARE*

(マイフェア)』の二つのICチップを1枚のカードに搭載

した『ハイブリッド型ICカード』に対石臼した世界初のソ

リューションを提供します｡+

一今後の展開は｡
｢MULrOSとMIFAREの双方のデータ共有化を実現

するコンビネーションカードや『Java*カード』など,高

機能化していくICカードに対応するソリューションも

順次,拡充していきます｡また,祉会環境の進展に合

わせ,住民カード,アミューズメント物流システム,

介護保険､電子乗車券システムなどのソリューション

の開発を進めます｡+

汀:*は｢他什柁多軸柵ミなど+(1馳ページ)を参!!く享



SANを適用した｢日立統合ストレージソリューション
"Storeplaza”+

インターネットやイントラネットの普及によるネットワークコンピューティングの本格化に伴い,ネット

ワーク上のデータ量が急増し,ネットワークヘの負荷が増大している｡また,企業のデータ量の急激な増力ロ

に比例して,分散する多数のサー川こ接続されたストレージの運用コストが拡大している｡一方,メインフ

レームに蓄積された膨大なデータを各部門で共用したいというニーズも高まるなど,情報システムにおける

ストレージ運用･管理が大きな課題となってきている｡そのため,日立製作所は,ストレージ専用のネット

ワーグSAN(Sto｢ageA｢ea Network)”を適用した｢日立統合ストレージソリューション"Storeplaza(ス

トアプラザ)”+を製品化した｡

"Storeplaza”を製品化した,情報･通信グループ事業企画本部製品

企画部の伴野洋二主任技師(左),同グループストレージシステム事業

部製品企画部の高松久司部長代理(中),および同グループ情報システ

ム事業部システム技術統括本部システム企画部の貫井義之GL技師

(右)｡

ストレージを中核とした新たな情報シス
テム

ーストレージ運用･管理が問われる背景とは｡
｢膨人なデータを処理するアプリケーションの普及

や,マルチメディア化による情報の多様化により,企業

の撰うデータ量が急増しています(-.これらの多様で膨大

なデータを各部門で共Hlし,役立てたいというニーズが

高まっています｡しかし,システムにおいてディスク装

帯などの人山力性能がボトルネックとなってきたうえ

に,ストレージ装置がメインフレームや分散する各サ】

バに個別に接続されているので,デ【タを火用するには

必ずIANを締出しなければならず,I+AN上のデータ最急

増により,システム作能の低下を起こしています(_)また,

データ罷の増加に対応してサーバ個別にストレージを拡

張する必要があり,運用コストも増大しています:=〉 これ

らにより,ストレージの運用･管理が感化された新たな

情報システムが求められていることから,メインフレー

ムやサーバが混在する環境でもトータルなストレージ運

用･管増を実現する,SANを過朋したストレージソリュ

ーション体系"Storeplaza”を製品化しました｡+

-SAN(StorageAreaNetwork)とは｡
｢メインフレームやサーバに個別に接純されてきたス

トレージをサーバから独立させ,これらストレージ群と,

メインフレームや禎数の分散するサーバを,ハブやスイ

ッチを介してファイバチャネルで結んだストレージ中川
ネットワークです｡高いデータ転送能力を持つファイバ

チャネルにより,uNを経由することた二高速データ転

送が可能となります｡接続師離を最人10kmまで延ばせ

るので,メインフレームやサーバから離れた場所にスト

レージを設置できるなどの特徴を備えています｡+

高速バックアップとデータの共用を実現

-"Storeplaza''が提供するソリューションは｡
｢『データプロテクションソリューション』により,大

容竜のディスクのデータを,SANを経由してアプリケー

ションを止めずに高速バックアップします｡SANを経由

し,離れた場所にサブのストレージセンタを置くことで,

地震や火災などの災害に備えた高速･遠距離でのバック

アップも実現します｡さらに,『データシェアリングソ

リューション』により,ファイル形式やフォーマット形

式が追うデータを,SAN経由で共用できます｡『ストレ

ージマネージメント ソリューション』は,袴数の部門

で別々に管押されてきたストレージの,統一的操作によ

る一元管理を可能にします｡これら三つのソリューショ

ンの満額琵となるのが,SANに対応した新たな製品群とそ

の構築の提案から成る『ファウンデーションソリューシ

ョン』です〔つファイバチャネルに対んbしたディスクアレ

ーサブシステムなどのストレージ装置や,ファイバチャ
ネル切換用ハブ,スイッチの掟〃=二より,柔申欠なストレ

ージの構成変更や拡張に対応します｡+

一今後の展開は｡
｢お客様の要望に即したシステム企画･構築･連用サ

ービスの提供で､皆様の期待にこたえたいと思います〔〕

また,自社製品だけでなく,国際業界標準に準拠した他

社製品との融合を岡っていくことで,さらに優れたスト

レージソリューションの提供を目指します｡+
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伝送路障害の高速復旧と波長ごとの光分岐挿入を実

現した光クロスコネクト(OXC)システムと光分岐
挿入多重化(OADM)システム

インターネットの爆発的な需要拡大を背景に,lPデータのトラヒックが急増し,超大容量光伝送技術や超

高速IPルータ技術を組み合わせた大規模IP基幹ネットワークヘの需要が高まっている｡そのため,1998

年に日立製作所は,10Gビット/Sの光信号を最大32波長まで多重化して送る波長多重伝送システムを開

発した｡そして今臥IPネットワークシステムの信頼性と柔軟性,コストパフォーマンスをさらに高める

ため,光クロスコネクト(0×C)システムと光分岐挿入多重化(OADM)システムを開発した｡

■■

■■

■■

○×CとOADMシステムの開発に当たった,情報･通信グループ通信

システム事業本部光伝送本部光ネットワーク部の対馬英明主任技師

(右)と沢田安史技師(左)｡

信頼性と柔軟性,低コストを実現するシス
テム

ーOXCとOADMシステムが必要とされる背景は｡
｢インターネットの普及により,米国では1999年に

電話とデータの通信量が逆転しました｡世界的にもIP.

つまりインターネットで運ばれるデータ量が急増し,

2003年には現在の6怖から7倍になると予想されてい

ます｡U立製作所は,次世代基幹ネットワークとして,

総脊竜320Gビット/sのDWDM(高密度波長多重)シス

テムを開発しましたが,今後テラビット級の人容宗光

ネットワークを岳信頼に構築するためには,より信頼

性と柔車大作,低コストを兼ね備えたネットワークを提

供しなければなりません｡そのため,従来は2地点間接

続だったIPoverDWDMネットワークを二重のリング状

にしたうえで,伝送路障害の高速役IHが行える光クロ

スコネクト(0ⅩC)システムと,1波長ごとに自由にデー

タが州し入れできる光分岐挿人多重化(OADM)システ

ムを開発したわけです｡+

光ファイバ障害を0.05秒で自動復旧

-それぞれのシステムの特徴は｡
｢0ⅩCシステムは,基幹ネットワークの光ファイバ

に障害が発牛した場合,即時に予備の光ファイバや別

ルートの光ファイバに自動的に迂(う汁りして,高速役

旧させる機能を持っています｡その間わずか0.05秒の

速さなので,エンドユーザーは信号がとぎれたことに

4

も妄もづきません｡)また,光スイッチを内蔵しているた

め,光信号のフォーマットにかかわらず使柑でき,さ

らに,光スイッチなので原理的には光信号のスピード

の制限もなく,近い将来のテラビット級の容量にも拡

張が可能です｡,

一方,OADMシステムは,基幹ネットワークの下位

に位置する県内･郡市綱で使われるもので,1波長ごと

の光信号を電気信号に変検することなく,そのまま任

意に什ん入れできる光スイッチングシステムです｡こ

れを使えば,ある地点でトラヒックが増加した場合に

波長の割り1てをダイナミックに変更することによっ

て帯域を日動的に拡張し,転送が可能な容量を増やす

など,ユーザーのl｢J用状況に合わせてネットワーク構

成を自動的に変更させることができます｡従来のよう

に回線容量や†云送装置の台数を多めに見積もって用意

する必要もなく.電気的な変検処理も一切介在しない

ため,低コストで高速かつ柔申欠な光IPネットワークが

構築できます｡+

一今後の展開は｡
｢0ⅩCでは,1999年1月に米田ダラスでのMCIWORLD-

COM,Inc.の柁術フィールド実験に参加して,すでに成

功を収めています｡また,OADMはし1本電信電話株式

会社NTT未来ねっと研究所からのご指導によって開発

したもので,l口J祉が現在進めているMIRAInet実験で

検証を進める予定です｡今後はこれらの実績と成栄を

生かし,∩本と北米のIPoverWDM対応光ネットワー

ク市場に本格的な参入を図っていきたいと考えていま

す｡J+
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新しいパソコンライフのあり方を提案する

コンシューマ用のパソコン｢新Priusシリーズ+
パソコンの省スペース化と高機能化が進むにしたがって,家庭内でのパソコンは,家で仕事をするための

ツールから,リビングルームに置いて家族みんなが多彩な楽しみを見つけるためのツールへとニーズがシフ

トしてきている｡そのため,日立製作所は,｢ディジタルライフナビゲ一夕ー+というコンセプトの下これ

からのパソコンのあり方として,AV(Audio-Visuaり分野との融合と協調を目指した｢エンターテインメント

パソコン+と,ディジタルメディア生活に不可欠な文具としての｢ステーショナリーパソコン+という二つの

考え方を提案し,それを具現化したコンシューマ用のパソコン｢新Prius(プリウス)シリーズ+を開発した｡

｢新Priusシリーズ+を開発した,デジタルメディアグループデジタル

メディアシステム事業部システム本部メディアプラットホーム部の

平松仁昌主任技師(左),小泉憲一部長代理(中),および長浜和典技師

(右)｡

｢エンターテインメントパソコン+と

｢ステーショナリーパソコン+を提案

一今回打ち出した新しいコンセプトの意味するものは｡
｢従来の家庭用のパソコンは,機能的に『何でもできる』

一方で,口的意識カミはっきりしないまま導人すると,l
分に使いこなすことができないという大きなジレンマを

抱えていました.｡そのため,私たちは,お客様の臼的に

しっかり合ったサービスと端末を提供する『ディジタル

ライフナビゲーター』として.家族みんなが目的意識を

持って使いこなせるパソコンを提案していきたいと考え

ました｡今阿その第一弾として製占占化したのが,パソコ

ンにテレビ録画やDVDコンテンツの視聴といった本格的

なAV機能を融合させた,『エンターテインメントパソコ

ン』としての‖priusDECK610M''と,家族それぞれが迷

情報エンターテインメントパソコン"PriusDECK610M”

路のようなインターネットのl--いから欲しい情報に簡単に

アクセスできる『ステーショナリーパソコン』としての

"Prius310M”∴Lpriusnote20M”,`lpriusnote220M”の4

機種です｡+

一全機種に共通する特徴は｡
｢新たに開発したナビゲーションソフトウェア『わ

くわくナビ』では,トラベル,グルメ,シネマなどの15

項目から好みの分野のアイコンをクリックするだけで,

WWW(WorldWideWeb)ブラウザやアプリケーション

を起動させ,簡単に情報を人手することができます｡液

晶デスクトップ刊の"PriusDECK610M''ビ`prius310M”

は,リビングルームにマッチしたデザインと,本体に

フィットしたコンパクトキーボードを採川し,一段とス

タイリッシュになりました｡+

テレビやDVDが自由に楽しめる
"PriusDECK610M”

-"PriusDECK610M”の特徴は｡
｢リアルタイムMPEG2(MovingPidureExpertGroup2)

址縮録画･伸張lヰ生をIntel社のPentiumⅢ*プロセッサ

とソフトウェアで実現したことで,今見ているテレビ放

送を標唯で約5分間,一時悼_l[と巻き戻しができるイン

タラクティブテレビ機能を備えています.｡26.OGバイト

の大谷罷HDD(HardDiscDrive)を内蔵しており,約6時

間のテレビ録画が可能なうえ,ADAMS～い-EPGという電

子番組表を使ってマウスクリックだけの操作で録画予約

もできます｡さらに,読み込み員人6倍速のDVD-ROM

ドライブと光ディジタルオ】ディオ出力端子を搭載して

いるので,新吉設計の15刊S-IPS(SuperIn-Plane

Switching)方式TFrカラー液晶ディスプレイとも相まっ

て,臨場感あふれる映像と昔でDVDコンテンツを楽しむ

ことができます｡マウスには縦横スクロールが可能なマ

ルチスクロールマウスを,キーボードにはリモコン感覚

で使えるワイヤレスタイプをそれぞれ採川し,ワンタッ

チで本体′電源の操作と,アプリケーションの起動ができ

る専用キーを配荷しました｡加えて,ディジタルカメラ

のデータの取り込みに便利なPCカードスロットを本体

に装備するなど,細かな部分にも利便性を向上させるさ

まぎまなくふうを取り込んでいます〔つ+

※)Al)AMSは.テレヒ申=】系列乍‥こ124J.うでサービスしているデータ多屯放送です

汁:*は｢他什て維帥北軍なと+(15〔)へ-ジ)を馴キミ

､

､
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映像システムと情報の運用･管理をあわせて提供する

映像情報の総合配信サービス

映像システムの分野では,映像情報のディジタル化技術とネットワーク技術の進展により,多様なコン

テンツ(情報の内容)をネットワークを介して映像装置に配信する仕組みが必要となるなど,情報の運用へ

の負担が増している｡また,ディスプレイの小型･薄型化に伴い,身近な場所に映像装置が設置されるよ

うになってきた｡これらをネットワークで接続し,生活に密着した情報をタイムリーに提供したいという

新たなニーズも生まれている｡そのため,日立製作所は,映像情報を遠隔で配信して運用,管理するサポ

ートセンタを構築し,映像装置と運用サービスを総合的に提供する映像情報配信サービスを開始した｡

暫簡･1
二ごヤ†｢■

て+⊥〆

首!
き

サポートセンタを構築して映像情報配信サービスを開始した,デ

ジタルメディアグループデジタルメディアシステム事業部システ

ム本部システム企画部の芹田寿樹副部長(左)と同事業部システム
本部映像システム部の佐藤正喜主任技師(右)｡

情報の運用･管理にまつわる負担を軽減

-サービスを開始した背景lま｡
｢近年,映像装置は,小型で薄型のディスプレイと

して急速にその数を伸ばしており,コンビニエンスス

トアの店頭や病院,地下街の通路など身近な場所へと

設置が拡大していることから,地域に密若したニュー

スや案内,広告を提供する新しい情報伝達手段として

注目されています｡映條装置の普及を促し,お有様の

ズにこたえるには,多様な情報を管理するシステ

ムの導入や運用にまつわる負担を軽減するとともに

表示装置の設置場所に合わせて適切な情報を配信した

り,タイムリーに情報を表示する仕組みの提供が不可

欠です｡そのため,さまぎまな場所に設置された表示

装置にネットワークを介しでl肯報を供給し,管理する

システムを開発し,サービスを開始しました｡+

-サービスの内容lま｡
｢お客様から提供されたコンテンツと放映スケジュー

ルを甚に番組を編集し,配信する『コンテツの編集･

配一言サービス』,お客様のシステム構成やネットワーク

情報を管理する『遠隔運用サービス』,システムの稼動

状況を監視する『遠隔監視サービス』の三つを提供しま

す｡コンテンツの編集･配信では,映像装置が設置さ

れている場所の特性に応じて内容を構成したり.時間

帯によって表示内容を変えることができます.｡急に発

生した新たな情報を割り込ませることもできるなど,

映像情報を効率よく,効果的に供給します｡配信記録

や表ホ記録を基に表ホ装置の稼動実績を報告するなど,

信頼度の高い情報の配信も実現します｡+

6

システムの稼動状況を遠隔監視

-サービス導入のメリットは｡
｢たくさんの表示装置がさまぎまな場所に分散して

設置されるようになって,専任の管理者を装置の近く

に配置したり,管理要員をそのつど現場まで派遣して

トラブルの修復を図っていたのでは,コストも時間も

かかります｡今回開発したシステムでは,サポートセ

ンタから遠隔操作でお客様のシステムの設定変更やメ

ンテナンスを行うので,それぞれの装置のそばに専任

の管推古を置かずにすみ,システム運川コストの低減

が凶れます｡お零様の監視ユニットに,サーバの稼動

率やディスクの空き容量など,超えてはならない数値

をあらかじめ登録しておくことにより,これを超える

異常値が発生した場合はサポートセンタの警報が鳴り,

早めに異常を知ることもできます｡サポートセンタで

は,遠隔牒作でお客様の画面を呼び出し,異常値が発

生した原凶を究明して取り除くことによってシステム

ダウンを事前に防止するなど,効率的で信頼件の高い

サービスを提供します｡+

一今後の展開は｡
｢これから映像装置はますます人が多く集まる場所

に普及し.企業情報や地域情報をタイムリーに提供す

る蝶体として注目されることになるでしょう｡各椎コ

ンテンツやさまぎまな表示場面に適した表示システム

の製.冒,ラインアップの充実を凶り,サービスの提供と

映像装置の提供の両面からお有様のニーズにこたえて

いく考えです｡+

誘客
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ディジタルメディア対応の高画質スーパーTFT液晶

企業や家庭へのパソコンの普及に伴い,目に優しく,低消費電力と省スペース性を兼ね備えた液晶モニタ

の需要が一段と高まっている｡同時に,DVD(DigitalVersatileDisc)やディジタルカメラなどのディジタ

ルメディアにも対応する,ブラウン管並みの広視野角と高画質性能も求められてきた｡そのため,現行のス

ーパーTFT液晶の画質をさらに向上させるSuper-1PS(l什Plane Switching:横電界スイッチンク)技術を

新たに開発し,全視野角にわたって色変化がきわめて少なく,ブラウン管に匹敵する高画質を提供する,対

角寸法46cm(18.1型)と38cm(15型)のSupertlPS方式スーパーTFT液晶ディスプレイを製品化した｡

｢七‾

-■-:硲

･二き琶り,

:･′ノ‾:･ :‾■■:ま

高画質スーパーTFT液晶の開発に当たった,ディスプレイグループ

FPD設計部の遠藤秀介主任技師(左),デジタルメディアグループシ

ステム本部メディアプラットホーム部の佐伯祐司主任技師(中),およ
びディスプレイグループFPD設計部の小川和宏技師(右)｡

ジグザク電極構造で広視野角を実現

-Super-1PSは従来のIPS技術とどこが違うのか｡
｢1995年に業界で初めてIPS方式滋)を採用したスーパー

TFr液晶ディスプレイを開発し,世界的にも高い評価を

得てきました｡一般的なTFT液晶であるTN(Twisted

Nematic)方式に比べて,IPS方式は,視野角がきわめて

広いだけでなく,見る角度による色調変化が小さいこと

が特徴です｡しかし,ブラウン管と比べると若干の階調

反転があり,特定の方向からは写真のネガのよう～羊白っ

ぼく見えたり,白色表示が黄色あるいは青みがかった色

として観察される部分が残されていました｡そのため,

Super-IPS方式では,青色にシフトする方向と黄色にシ

フトする方向の液晶分子配列を,それぞれの色シフトを

キャンセルするような分子配列になるように,液晶分子

ダ

高画質スーパーTFT液晶ディスプレイ

を駆動するための電極をジグザグに配置する新構造にし

ました｡これにより,色変化の生じない視野角が,現行

では上下方向130度,左右方向160度だったものを,

Super-IPS方式では上下左右それぞれ160度にまでアップ

し,ブラウン管並みとも言える広視野角と高画質を実現

しました｡+

色純度とコントラストの向上も図る

-そのほかの技術的な特徴は｡
｢いっそうの高画質を実現するため,色純度やコント

ラストの向上も図りました｡まず,カラーフィルタの改

良により,色純度をNTSC比で現行の50%から60%以上

にアップさせ,色の再現性を一段と向上させました｡ま

た,従来の液晶技術では基板の間に4～5はmのビーズを

分散させて液晶層のギャップを制御していましたが,

黒を表示した際にビーズの周辺から若干の光漏れが見

られました｡そこで,新製品ではビーズを一切使わず

に光の漏れをなくす『ビーズレスプロセス』という技術を

開発し,コントラストを従来の200:1から300:1以上に

アップさせました｡つまり,ジグザグ電極構造で色の視

野角依存性をなくしたうえ,色の深みとコントラストも

上げたことで,ブラウン管並みの広視野角と高画質,色

の再現性をともに実現させたことになります｡+

一製造コストや歩留りに関する問題は｡
｢Super-IPS方式は,電極のホトマスクだけを設計変更

すればよいので,従来のIPS方式と同じ製造ライン,同

じ工程数で製造することができます｡生産性や歩留りが

低下する心配もなく,同じ設備と工程でいっそう高品質

な製品を製造できるようになったことで,コストパフォ

ーマンスは非常に高くなったと言えるでしょう｡+

一今後の課題は｡
｢静止画については,ほぼブラウン管並みの高画質と

機能性を実現したので,次のステップとして,ブラウン

管並みの応答速度を持つ『完全動画対応』のスーパーTFr

液晶を開発中です｡それが実現すれば､ブラウン管モニ

タとの置き換え需要が,これまで以上に加速するのはま

ちがいないと思います｡+

※)lPS方式ニ ▲般的なT叩夜晶は滴品表示方式にTN方式を採用しており.上下基板
間に電界を加えると液晶が垂直に立ち上がることから,見る角度によってコン

トラストや色が変化する(=IPS方式では,横方向の電界で瀦晶が基板に平行に回

転するので,視野角に対して階調レベルのk転やコントラストの低卜が少ない

のが特徴である.=

■■

■■

■■



0.13um以降のデバイスの 緑膜を高速･高精
にカロ工するプラズマエッチング装置"∪-622”

半導体デバイスの高集積化に伴い,構造の多層化が進み,層と層を絶縁する絶縁膜加工の工程比率が増して

いる｡また,絶縁膜材料が複合化するにしたがって,複雑な化学反応で生じるさまざまな粒子や活性種を高度

に制御できる絶縁膜加工用エッチンク装置が求められている｡このニーズにこたえて,0.13し1m以降のデバイ

スの高速･高精度な絶縁膜加工を可能にする新型プラズマエッチンク装置"∪-622”を開発した｡クエ-ハの配

線用の溝を刻むエッチング装置で高い実績を持つ日立製作所が,ECR(Electron Cyc10trOn Resonance)

の開発技術を生かし,UHF-ECR方式で絶縁膜エッチンク分野に新たに乗り出した｡

､

■■

■■

絶縁膜加工用プラズマエッチング装置"∪-622”を開発した.中央研

究所先端技術研究部の横川賢悦研究員(左)と電力･電機グループ笠戸

半導体装置本部半導体装置設計部の川原博宣主任技師(右)｡

拡大する絶縁膜カロ工分野に対応

一絶縁膜加工分野に進出した背景は｡
｢絶縁膜は半導体デバイスの各層を電気的に絶縁する

膜で,化学戊応しにくい材料を使っています｡それを加

工するには,高いエネルギーの粒子を用い∴加工したい

ところは加工し,加工したくないところは加工しない高

い選択性を再現よく実現することが求められています｡

また,配線層間絶縁膜材料がシリコン惧化膿から有機系

へ禎合化してきている｡このため,褐碓な化学反応で生

じるさまぎまな清作種をトータルに制御できるエッチン

グ装置が必要とされるようになってきました｡J半導体デ

バイスが高集積化し,多層化が進めば進むほど.屑と屑

を隔てる絶縁膜加工の工程比率が増していきます｡その

ため,0.13岬l以降のデバイスの絶縁膜を高速･高精度

に加1二できる絶縁膜加】二用プラズマエッチング装帯"U-

622”を開発しました｡+

一装置の特徴は｡
｢プラズマ内で生成される粒子や清作種のうち,エッ

チングに必要なものは多く生成し,反んむを阻害するもの

は生成を抑制するという,高精度の活性種制御を可能に

することにより,高い選択性と均一性を備えた絶縁膜加

⊥を実現しました｡部占占の消耗を抑制し,運営コストの

低減にも配慮しています｡+

低圧･中密度の新型プラズマ源を活用

一活性種制御はどのように実現したのか｡
｢新たに,安定したプラズマ源"UHF(Ultra-High

8

Frequency)-ECR''を開発し,リアクタの形状を活性種制

御に適したセミギャップ平板アンテナとすることで実現

しました｡絶縁膜加工に必要なエッチング反応を引き出

すのに適した,低圧･中密度領域の新型プラズマ源

``uHトECR”を用いることで,プラズマ内で起こる分子

の過剰な解離を防ぎ,不必要な粒子の発生を巌小限に抑

えました｡同時に,プラズマ源とウェーハの間隔を,従

来のエッチング装置で多く用いられてきたナローギャッ

プよりもやや広いセミギャップとし,プラズマ源側にあ

るアンテナ表面にさまぎまな材料を置いて,安定したプ

ラズマソースと反応させることによって活性種別御性を

高めました｡+

-コスト削減への対応とlま｡
｢エッチング装置ではプラズマにさらされる部分が

消耗するので,この部分の定期的な交換が必要となりま

す｡消耗が速く.部品交換の頻度が高いと勺二庵コストの

増加を招きます｡そのため,磁場をコントロールしてプ

ラズマを領域内にとどめることにより,必要以上にプラ

ズマが壁をたたかないようにし,チャンバ内部品の消耗

の抑制を1文Ⅰりました｡+

一今後の展開は｡
｢装置の優什件を証明する具体的なデータを蓄積し,

お寄様に説得力のある働きかけをしていきます｡300mm

ウェーハに対応した装置も順次開発していく考えです(J+

■
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大口径300mmウエーハに対応した
誤長SEM"S-9300”

半導体業界は,生産効率を高めるためにウェーハの大口径化を進めており,2000年にはいよいよ300mm径

ウェーハの使用が本格化しようとしている｡また高集積化多層化する半導体プロセスの歩留りを高めるため,測

長精度の高い検査装置が必要となっている｡このニーズにこたえて,日立製作所は,半導体デバイスの微細化と

ウェーハの大口径化に対応した,300mm径クエ-ハ対応測長SEM(Scanning Electron Microscope)"S-

9300”を開発した｡すでに高い市場占有率を持つ前機種"S-8C40”の優れた点を継承しつつ,分解能の向上や高

スループット(測長時間の短縮),フットプリント(設床面積)の縮小など,投資効率の面からも向上を図っている｡

一〆■や.･
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300mm径りエーハ対応測長SEM"S-9300”を開発した,計測器グルー
プエレクトロニクスシステム本部第一言器十部の清水 実主任技師(左)

と同部の笹田勝弘主任技師(右)｡

0.13LLmの最小加工寸法に対応した
高分解能

一前機種よりも向上した点とは｡
｢半導体デバイスは256几4ビットDRAM量産の段階に

人り,加‾I‾二形状がますます小さく,アスペクト比が高く,

袴維になっています｡半導体プロセスではノ歩留りの向上

が生産効率を左右することから,岳アスペクト比のコン

タクトホールや微細なパターン幅を高分解能で観察し高

精度で測長できる検奄装置が必要です｡300mm経ウェ

ーハ時代を先取りした前機種の"S-8C40”は,ゝIl導体メー

カーの国際的な協会である"Ⅰ300Ⅰ”の評価結果でも,′女

定して確`月なウェーハ搬送や,パターンの認識率もきわ

めて高いなど,高く評価されてきましたし〕分解能は.従

来の5nm(ナノメートル)から,"S-9300'では0.13けmの

披′J仙11上寸法に対応できる3nmにまで高めました｡持資

効率の面では,スループットの向L,フットプリントの

縮小を実現しました｡人間工学に配慮し,操作しやすい

GUI(GraphicalUserInte血ce)にするなど,業界の安食

基準や健康基準にも対応しています｡さらに,使fH冷却

水を外部に排出せず,装置内で循環させるなど,省鄭原

と環境への配慮を図りました｡+

一高分解能を可能にした技術とは｡
｢ホール径に対して底が深い,高アスペクト比のコンタ

クトホールの形状や底を観察するためには,ホールの底の

二次電子の検山効率を高めなくてはなりません｡そのた

め,深い底で発生する二次電子を強力に引き出す能力を

備えた新型の二次電子検出系や対物レンズを開ヲ芭し,ア

スペクト比でこれまでの3倍以上も子策い構造を観察でき

る機能を実現しました｡+

高スノレープットとフットプリントの
縮小を実現

一投資効率の向上にどのように対応したのか｡
｢300mm径ウェーハでは,200mm往ウェーハに比べて

血接が人きい分だけ測定点が多くなるので,これまで以

上に高スループットが要求されます1ノ そのため,1人ま当

たりのフォーカス合わせの時間を短縮し,測定点から測

定点までの試料ステージの移動を高速化することによ

り,高スループット化をL耳lりました｡クリーンルームの

維持費を節減するために,従来よりも小さい設置面積で

済むように,フットプリントを縮小しました｡÷同時に

これまではウェーハをオープンカセットで搬送していま

したが,FOUP(FrontOpeningUni丘edPod)という密閉

された容器を用いるシステムとしました｡ミニエンバイ

ロンメントをつなげることで,ウェーハ搬送部だけをク

リーンルームと同等のクリーン度とし,維持費の節減を

凶っています｡〕+

一今後の展開は｡
｢300mm経ウェーハを25校入れたFOUPの質量は約

8kgにもなることから,ウェーハの自動搬送化への要求

が高まっています｡人間1‾二学への配慮や/L産効率の曲か

ら,自動化へのニーズもますます高まっていくものと思

われますので､このような動きに積極的に対応していき

たいと思います｡+

層琶

300mm径り工一ハ対応測長SEM"S-9300”

､

■■

■■



グローノUレな大競争時代に対応する日立
火力発電ビジネス

作所の

全地球を舞台とする国際競争の激化と電力事業の規制緩和により,火力発電ビジネスの環境は大きく変化

してきた｡国内では,外資の参入を含めたIPP(独立発電事業者)の登場など,電力自由化への動きが加速

している｡また,海外では企業の合併･買収などが進み,価格競争は一段と激化してきた｡国内での予防保

全サービスの強化,海外でのEPC(Engineering,Procurement,Construction:エンジニアリンクか

ら,資材の調達,発電所建設までを含めた新しい事業形態)の展開は,このような状況に対する日立製作所

の新たなチャレンジである｡

■■

■■

､

EPCやより効率的な予防保全など,技術やノウハウの蓄積を生かし

て火力発電ビジネスの新しいプロジ工クトを推進している,電力･

電機グループ火力･水力事業部企画本部事業企画部の住省吾男部長

(左),同事業部予防保全サービス本部の熊田和彦統括グループマネ

ージャ･部長(中),および同事業部日立生産本部火力プロジ工クト
推進部の吉村和夫部長(右)｡

EPC展開の第1号は南米ペルーのイロで
建設中の125MW石炭火力発電所

-EPC展開の背景は｡
｢国内では∴電力会社の大型案件も端境期を迎えてお

り,丁【1初のIPPやコージェネレーションなども一段落し

ました｡海外でも激しい価格競争から,単なる機器サプ

ライヤだけでは利益をLhしえない斗犬況となっています._

そこで,電力不足の凹や地域を対象に総合力を発揮でき

る新規ビジネスとしてEPCに乗り出したのです｡+

-EPCの具体例は｡
｢南‾米ペルーの南方に位置するイロの海岸に建設中の

125MW石炭火力発電所が最初の具体例です｡卜地の造

成から貯炭場,発電プラントの建設まで,すべてを含ん

でいます｡土木工事は建設会社さんにお願いしましたが,

契約の主体はあくまで日立製作所です:J1998年から建設

を始め,30か月のI二期で2000年9日に稼動の‾♪定です.｡+

-EPC展開のポイントは｡
｢発電の信頼性と納期厳守が最重要課題ですから,指

術と資金とリスク管理が大切ですね｡そのため.契約や

クレーム処理の専門家もスタッフに加わっています｡さ

まぎまなノウハウを得ましたので,この経験を生かして,

さらに東南アジアでもEPCを腱関していく考えです｡+

顧客の体力アップ,コスト削減につながる

予防保全サービス

一新しい予防保全サービスの役割は｡
｢将来の完全自由化に備えて,運転コストの削減が電

力会社の重要な経営課題になっています｡そのためには

熱効率改善とともに運転･保守管理費の低減が重要とな

ります｡私どもも,予防保全という観点から,古くなっ

た部品の交検や定期検査への技術史援などをこれまでも

行ってきたのですが,今後はさらに運転支援を含めた総

合的なサービスを提供しなければいけないと考えていま

すっ また,ピーク運用に合わせて,火力プラントの起

動･停1卜回数が増えています｡これは部品などの劣化に

つながるので,こうした部分の改善･強化をして部品交

換の期間を長くしてほしいとか.定期検査の期間の短縮

と省力化で費用を低く抑えたいといった要望が竜ノJ会社

にあります｡私どもは,当然これにこたえなければいけ

ません｡既設プラントの出力向_Lに役立つ『ガスタービ

ンの暇左‾川l湿冷却システム』を開発したほか,ソフト

ウェア面では『遠隔定期点検指導システム』や『遠隔監

視支援システム』の開発などを進めています｡+

一予防保全の海外展開lま｡
｢海外でも0&M(OperationandMaintenance)付きの

新設プラントや既設プラントヘの0&Mビジネスが増え

ているので,EPCと併せて海外展開を図っていきます｡

そのために海外拠点や関係セクションの人員増強も進め

ています.｡+
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南米ペルーのイロで建設中の125MW石炭火力発電所｡EPCの第1号で,海洋土木工事から石炭の荷役施言乳貯炭土象発電プラントまでのすべてを
建設している｡煙突の見えるところが発電プラントになる｡
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ユニークなアイデアで,1999年｢第26国環境賞+
優秀賞を受賞した｢日立触媒式PFC分解装置+

日立触媒式PFC(パープルオロカーボン:過フツ化炭化水素)分角軍装置"HICDS(HitachiCatalytic

Decompos卜[ion System)”は,1999年6月10日,財団法人環境調査センター主催,日刊工業新聞社協

賛の1999年度｢第26国環境賞+優秀賞を受賞した｡半導体製造のエッチンク工程で発生するPFCを触媒に

よって低コストで安全に分角写するというユニークなアイデアが評価されたからである｡なお,世界の半導体

メーカーは,1999年4月の第3回世界半導体会議(WSC)で地球温暖化係数の高いPFCを,2010年までに総

量で10%削減(1995年比)という目標値を設定しており,"HICDS”は,これらの目標達成の有力な手段と

して各国の半導体業界の注目を集めている｡

日立触媒式PFC分解装置"HICDS”の開発に参画した,電力･電機

グループ環境システム推進本部日立環境システム部の玉田 慎主任技

師(左).同グループ電力･電機開発研究所環境システム部の菅野周一

研究員(中),および同グループ環境システム推進本部システム技術部

の黒川秀昭主任技師･工学博士(右)｡

目標値達成にはPFCを新設工場で95%以

上,既設工場で25～50%削減することが

必要

-PFC放出規制の経過を｡
｢半導体のエッチング工柁で,フロンなどの代替ガス

としてPFCが使われはじめました._-〕しかしよく調べると,

PFCはオゾン層には無害ですが,温暖化係数が高いこと

がわかりました｡そこで米田EPA(わが凶の環境庁に相

当)が,1996年に米凶内の半導体メーカーに放出抑制を

求めたのが最初で,1997年12∩の地球温暖化l軌ヒ京都会

議で規制対象に指定され,さらに1999年4｢JのWSCで.

米国,欧州.日本,韓国,台湾の半導体メーカーが放出

を白下規制することが決まりました｡京都会議のときは

日･米･l攻だけの規制で,韓国と台湾は対象外でしたか

ら.放山規制の人きな前進となったわけです｡+

一総量で10%削矧ま緩い感じもするが｡
｢決してそんなことはありません｡1995平に比べると,

生産量の増加とともにPFCの使用最も増えていますから,

2010年のレベルでいくと,これから新設される丁場では

95%以上,既設の⊥揚でも25%から50%はPFCを削減し

ないとこの目標値を達成することはできません｡少なく

とも2001年,2002年くらいまでにはなんらかの対策を講

じる必要があるわけで,1999年8‖ごろから,私どもの

装置について各メーカーさんの問い合わせも増えてきま

した｡すでに米国にも出荷しましたし,円内からの受汀

もいただいていますr｡+

フロン分角写のノウハウを基に新触媒を開発

一触媒式のメリットは｡
｢PFCの分解には,ほかに燃焼式と恭剤式があります

が,これらに比べて"HICDS”のシステムは非常にシン

プルです｡まず前処理〔水スプレーと充填(てん)塔〕で

エッチャから才一Llる固形分や酸性ガスを除去します｡そし

て予熱宰で750ウCに加熱した後,触媒層でPFCとCOを処

理し,冷却後,分解反応で牛成するHF(フッ化水素)をス

クラバ(洗浄集じん器)で除去するというシステムです｡

PFCのトトにはCFjのように非常に安定で分解しにくいガ

スが含まれていますが,触媒表面に触れることで,結合

エネルギーが与i弓まり,低い温度で分解できるわけです｡

また,加熱源に電気を使っているので,運転性､安全性

も高くなります｡+

一触媒式を開発した動機は｡
｢触媒を開発するには,一つ一つ試していくわけで,

数をこなさなければ思うような触媒を見つけることがで

きません｡たいへん時間のかかる仕事ですが,幸い私ど

もでは,4年前にフロン分解触媒の柁術を開発しており,

-､I三導体の部門からもフロン分解のノウハウを生かして
PFCガスの分解ができないかという要請がありましたの

で,それが開発のスタートとなりました｡〕フロン分解の

ノウハウがなければ,と

てもこれほど短期間で

PFC分解触媒を開発する

ことはできなかったと思

います(=.+

一今後の課題は｡
｢現在の触媒の寿命

(分解性能95%以上)は

およそ半年ですが,これ

を延ばすことと,設置場

所がクリーンルームなの

で,サイズをさらに小さ

くすることです｡なおい

っそう努力して,お嘗様
の期待にこたえたいと考

えています｡+

圃
Hき⊂DS

凰

■l

1999年度｢第26回環境賞+優秀賞を
受賞した日立触媒式PFC分解装置

"HICDS”(処理容量60L/minタイプ)
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独自技術のブラッシュアップで,スーパートルクと

ハイパフォーマンスを実現したインパータ
｢SJ300シリーズ+

｢SJ300シリーズ+(適用モータ0.4～55kW)は,独自技術のトルク(モータの回転力)演算ソフトウエア

｢センサレスベクトル制御+をブラッシュアップし,0.5Hz時200%以上の高始動トルク,モータ定数のオン

ラインオートチューニングなどによるパワフル運転のほか,多様化するニーズにこたえた入出力信号の強化

モニタ機能の充実,省スペース,オペレ一夕の簡単操作などを実現した,使い勝手がよく,メンテナンスしや

すい多機能インバータである｡なお,このシリーズは米･欧･カロ･豪の規格に適合した世界標準品で,国内は

もとより海外でも広く使われている｡

r

､

■■

■■

｢SJ300シリーズ+の企

画･開発に参加した,産

業機器グループ製品統括

部制御･可変速グループ

の荒谷 豊部長代理(左),

同グループ生産統括本部

制御システム部の藤井

洋主任技師(中),および日

立研究所パワーエレクト

ロニクス第一研究部パワ

エレ変換器実装グループ
の恩田謙一グループリー

ダ･主任研究員･工学博

士(右)｡手前のインバータ

は5.5kW用｡従来のJ300

シリーズに比べて据付け

面積が約51%の省スペー
スとなっている｡

低速域からの安定したパワフル運転を実現

一日立製作所独自の｢センサレスベクトル制御+とは｡
｢ベクトル制御というのはたいへん精度の高い制御方

式ですが,それを行うためには速度センサのついた特

殊モータが必要となり,お有様の利用コストが高くな

ります｡そこで,速度センサがなくてもベクトル制御

ができるように.モータから出る電圧情報を上手にと

らえて制御できるようにしたのがセンサレスベクトル

制御です｡私どもが10年ほど自糾二初めて開発した柁術

で,今では業界標準となり,インバータの普及に貢献

しています｡今回の『封300シリーズ』では,さらにこ

の指術に磨きをかけ,低速機からの安定したパワフル

な運転をロJ能にしました｡+

一具体的には｡
｢0.5Hz時200%以上の高始動トルクを可能にしたほ

か,モータ什■力に対し1クラス容量の人きいインバータ

を適用した場合､零速域(適度指令OHz)でも150%の岳

トルクを実現します｡低い回転数でも強い回転力が得

られるわけです｡また,1子†のインバータで2台のモー

タを制御するハイトルクマルチ運転や,低速城でのl叫

転むらを低減し,安定して高精度な運転を実現する桔

術も開発しています｡+

-モータ定数のオートチューニングとは｡
｢精度よくベクトル制御を行うためには,モータの阿

路定数を知る必要があります｡ノ ところが,汎用モータ

12

の回路建数はメーカーごと,機穐ごとに追います｡そ

こで,運転11も自動的に回路定数を測定し,その変動

に合わせて最適なべクトル制御ができるようにしたの

がオンラインオートチューニングです｡オフラインの

場合は運転前に調べるわけで,これも安定でパワフル

な運転を可能にした所持術の一つです｡つ+

高性能･多機能なインパ+ク

ー使い勝手は｡
｢性能に優れてしかも使い勝手のよいものをという

開発コンセプトに基づいて,そうした要素を随所に取

り入れました｡また,糊途の拡大に合わせて,インテ

リジェント端子方式による人什■ノJ信号の感化,PI(比

例･積分)コントローラ別置きの必要のないPID(比

例･積分･微分)制御の搭載,モニタ機能の充実など

多くの新機能を追加しています｡寿命部品である冷却

ファンと平滑コンデンサの交換を簡単にしてメンテナ

ンス性も向上させました｡,インバータの交換時も制御

回路の配線をやり直す必要のない着脱式制御端子台を

採用しています｡+

一今後の課題は｡
｢やはり環境対策です｡ノイズフィルタや高調波抑制

ユニットを必要としないインバータを開発して,お′客

様に喜んでいただきたいと考えています｡もちろん,

センサレスベクトル制御指術についてもさらに磨きを

かけていきます.｡+

S+ヨ00

j但

インバータ｢S+300シリーズ+



シリーズ全機種で省エネルギ丁漬2ヾqO4年基準
COPをクリアした｢見る見る爽快PAMエアコン
白くまくん+

日立製作所の家庭職苛獲房院軋レームエアコンは,5年連続｢省エネ大賢+(主催･財団法人省エネルギーセンタ

ー)を受賞している｡新発売の｢見る見る爽快PAMエアコン白くまくんシリーズ+では,従来のPAM制御に比べ
て電圧制御域を33%拡大した｢ワイドレンジPAM箱雌り,新冷媒対応の高効率｢ディジタル直流スクローノ旧樹乳,

すはだりようかい

温度＋湿度制御の｢素肌涼快+,手もとで室温･湿度･夕憬己温が見える｢見る見るリモコン+などの新技術によってさ

らに快適性･健康性を高めるとともに,シリーズ全機種で省エネルギー法2004年基準COP(エネルギー消費効

率)を達成している｡また,期間消費電力量でも,業界で省エネルギーナンバーワンを実現している(2.8kW)｡

｢見る見る爽快PAMエアコン白くまくんシリーズ+の開発に当たった,

家電グループ冷熱事業部商品企画部の宍戸公雅部長代理(左)と株式

会社日立栃木テクノロジー空調システム設計部の森本素生主任技師

(右)｡

省エネルギー効果をさらに高めたハード

ウエア面の技術開発
イワイドレンジPAM制御+というのは｡

｢PAM制御は,PulseAmplitudeModulation(パルス電

柱振幅波形制御)の略で.仔紡機の直流モータを低速か

ら高速まで効率よく運転制御する柁術です｡今回ワイ

ドレンジと名づけたのは,従来150Vから330Vだった電

J上領域を140Vから380Vまで拡大したからですtlこれに

より,低速から中速域の効率を高めるとともに,いっ

そうのハイパワーを実現することができました()COP

の向上に大きく貞献している指術です1｡+

イディジクル直流スクロール圧縮機+の開発ポイントは｡

｢新冷媒R410Aでは,従来のR22に比べて庄ノJが約1.5

倍と高くなります｡したがって,冷蝶圧縮郡の漏れ

表聖霊監

笥藁夢

見る見る爽快PAMエアコン白くまくん"RAS-2210LX''

損失をいかに低減するかがポイントで,同定スクロー

ルや旋回スクロールの変形を防ぐくふう,しゅう動抵

抗を大帖に低減した所シャフト(モータの回転をスクロ

ール部に伝達するもの),モータのロータ部に16仰の希
l二要目磁石を足形に配置した超高効率モータなどの探F11

で開発に成功し,シリーズ令機種に新冷媒が使えるよ

うになりましたし)この節冷媒は,オゾン層破壊係数ゼ

ロの冷蝶です｢)+

ソフトウェア面の新技術でさらに省エネル
ギー

ー温度＋湿度制御の｢素肌涼快+とは｡
｢6年前に開発した『カラッと除手足』の進化形により,

温度と湿度を同時にコントロールすることで,冷えす

ぎのない健康的な生活空間に対んbできる空調を実現し

ましたし､例えば,従来は外気温330cのとき冷えすぎな

いように#内温度を28℃と高めに設定すると手記度は

75%となり,むしむしするので,つい設定温度を低くし

がちでしたが,『素肌涼快』の場合は,設定温度280cで

湿度が50%となるので,設定i品度を下げなくても快適な

涼しさを実感でき,約10%の省エネルギーが図れます｡,+

-｢見る見るリモコン+とは｡
｢従水,リモコンには設定温度しか表示されないので,

待ちきれずに設定温度を下げるということがありまし

たが,『見る見るリモコン.qでは,室温･湿度･外気

温が表示できるので,設定温度･湿度までの到達度

がわかります｡そのため,署内機本体のパワーラン

プ(温度の到達度を示す亦色ランプと湿度の到達度を

示す緑色ランプ)と相まって,視覚的に省エネルギー

運転が実現できます｡+

-デザインと使い膵事は｡
｢女性の意向を考慮して,本体にパールホワイトを採

用したデザインとしました｡また,模作方法などの安

山をコンパクトにまとめた『見る見る納得ガイド』を同

梱(こん)し,このシリーズの機能を有効に使っていた

だけるようにしています｡そのほか,暖房の面でも,

設止温度までの到達時間を人帖に短縮するなど省エネ

ルギー効果を高めました｡+
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液冷直結投写システムと 焦点投写システムの採用で,

明るく見やすい大画面映像を実現した
"BIGSLIM52”

2000年にはわが国でもディジタル放送が開始されることになり,このきたるべき映像新世紀に向けて,

さまざまな映像機器が開発されている｡日立製作所は,ディジタル時代にふさわしい大画面テレビとして,

液晶リアプロジ工クションテレビを製品化した｡新聞約4ページ分という52型の大画面でありながら,奥

行きわずか51cmというスリムなボディ,さらに従来機比の2倍という明るさと高コントラストを実現し

た｡表示デバイスに単板液晶パネルを適用し,これまで培ってきた高度な光学技術を発展させて完成させ

た製品である｡

■■

■■

■■

"BIG SLIM52”の開発に当たった,デジタルメディアグループ

デジタルメディアシステム事業部ディスプレイ本部オプトユニット

設言十部の谷津雅彦主任技師(左),同部の中川一成主任技師(中),およ
び同事業部映像本部テレビ設計部の竹田勝信主任技師(右)｡

液晶パネルを用いて高輝度,高コントラス
トを実現

一新しい投写システムとは｡
｢従来のプロジェクションテレビでは,3本のブラ

ウン管から柁ち:した映傾を 一つに合成していたので,

どうしても色むらや色ずれが生じてきます｡今l旦t.ブ

ラウン管の代わりに単板液晶パネルを用い.高輝度ラ

ンプの光を独白設計の光学系によって有効利用し,由

密度由素の映像を拡大,柁′与:する方式としました｡11

校の非球面プラスチックレンズとガラスレンズを組み

合わせて∴短焦点投写システムも開発しました｡.その

緋宋,投写装置とスクリーンまでの距離を一矢くに短縮

咄

コーナー設置にも適する液晶リアプロジ工クションテレビ"BIGSLIM52”
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し,スリムなボディが実現できたのです｡+

-i夜冷直結投写システムとは｡
｢光源にランプを糾いると液晶パネルが熱を帯びて

劣化するので,液晶パネルを冷却しなければなりませ

ん.ニファンによる空冷方式が一般的ですが,今回は液

冷方式とし,レンズと液晶パネルの間に冷却液を封人

して冷やすことにしました｡空冷式では空気層と液晶

パネルの境界面に反射が起き,コントラストが落ちて

しまいます｡しかし,この冷却液は屈折率がガラスに

近いために反射が起きず,高いコントラストが得られ

ます｡この滴冷方式はブラウン管方式接写システムで

は以前から用いられていましたが∴液晶で用いられる

のは業界で初めてのことです､｡+

省エネルギー,リサイクルなど環境にも

配慮

一関発に当たって苦心した点は｡
｢液冷では冷却液の中に部品をつけるので,従来品

ですと変質しやすく,それに代わる部品を試行錯誤し

ながら開発しなければなりませんでした(｡また,明る

い赤色を什■すのにも苦労しました｡)ブラウン管と違っ

て液晶で明るい赤色を山すのは難しいのですが,トラ

イ アンドエラーで少しずつバランスをよくしていきま

した｢､+

-そのほかの特徴は｡
｢通常の2倍の走奄線で表示するプログレソシブス

キャン方式(専用プログレッシブuIを搭載)を採用して

いるので,ちらつきが少なく,目に優しい映像が見ら

れます｡.さらに.光学エンジンを小型化したため,背

面を三角形にカットすることができ,52型ながら,コ

ーナー配置では従来の29型(当社梨)のスペースに収ま
ります｡〕ブラウン管方式に比べて消費電力を約30%低

減し,省エネルギーを因っています｡環嶋にも配慮し,

使用素材もリサイクルしやすいものにしています｡

ディジタル放送開始に合わせて専用の端子を付けてお

り,さらに,パソコンにもつなげる機椎を製品化して

います｡このように"BIGSLIM52”は,さまぎまな可

能性を秘めた大内由テレビと言えるでしょう｡+



省エネルギー時代の高効率モータに対応した高占積
率･高信頼性のエナメル線"KOMAKl”シリーズ

近年クローズアップされている環境問題は,ますますワールドワイドな広がりを見せ,省資源･省エネ

ルギー化の潮流は各界に及んでいる｡省エネルギーの代表とも言えるのが,モータの効率化である｡さま

ざまな工場で使用される総エネルギーの約70%がモータによるものという現実を踏まえれば,省エネルギ

ーのためにはモータの高効率化は避けられない命題となっている｡この状況に対応して,日立電線株式会
社は1999年8月,モータ内部のコイル巻線の占積率をさらに高めたエナメル線"KOMAKl”シリーズを開

発した｡

一番ト⊂ でJ
l･lつ･

:寧日∃止

高占積対応エナメル線
"KOMAK卜”シリーズの

開発に携わった,日立電

線株式会社豊浦工場巻線

技術部の光岡昭雄部長

(左)と同部企画開発グル

ープの梶川裕ニマネー
ジャー(右)｡

改正省エネルギー法が開発に加速を加える

-"KOMAKドシリーズの開発の経緯は｡
｢モータの小型･高効率化のニーズは10年ほど前から

あり,私どももそれに対応して新しい巻線の開発を進

めていました｡その動きを加越したのが,1999年4Hに

施行された改正省エネルギー法(エネルギー使用の合押

化に関する法仲)です｡これにより,家庭竜妄もー馴二省エ

ネルギーの目標値が設定されました｡家電メーカーに

とってはかなり高いハードルでしたが,設計から見直

＼
＼卑

〕.､

ノ
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メ
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l
”
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ズ
を
使
用
し
た
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ー
タ
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イル(3.7kWエアコン用コンプレッサモータ)

しました｡そして,私どもはモータの省エネルギーと

いう課越をクリアしようと高【lj積対応の巻線の開発に

努め,1998fFの更に今担_lの"KOMAKI”を軌道に乗せ,

1999年8Hから掟供できることになったわけですr,+

特殊コーティングで70～75%の占積率を

実現

l``KOMAKドシリーズの画期的な点は｡
｢モータはスロット(満)にエナメル線を巻いて動かす

のですが,その本数が多ければ多いほど効率がよく,

小型化も図れます｡スロットの内部でエナメル線が11

める面積を『占積率』と言います｡従来は55～65%が普

通でした｡エナメル線をこれよりも多く挿入しようと

すると,表[由に傾がついて絶縁できなくなり,信相性

を損ねることになります｡この55～65%というハ横平

の壁を破れないものかと研究を弔ねてきた結栄,新し

く開発したコーティングでその雉題をクリアすること

ができ_ましたrっ コイルの表面に特殊なコーティングを
施すことで泊りをよくし,スロットの叶1へ多くのコイ

ルを挿入することに成功しました｡占積率は70～75%

へと一気に伸びましたこ､しかも耐摩耗性が高いので傾

がつきにくく,砧絶縁什能を維持できます｡+

-どのような用途に用いられるのか｡
｢家`■電占J,,産濃機器∴電装品など,高効率モータが求

められる分野で幅広く使用されることになります｡日

中二製作所のエアコン用コンプレッサモータにすでに採

糾されています｡今綬,ハイブリッドカーに搭載され

るモータにも使用されることになっています｡自動･†‾i

では車体を軽くし､ガソリンをできるだけ消費しない

ようにすることが省エネルギーを図るうえでの課題で

す｢〕中にはパワーステアリングなど約20のモータが使

われていますから,小型･高効率化することによって

朽エネルギー化を進めることができます｡"KOMAM''

シリーズは,カーメーカーのニーズにこたえることが

できるものと考えます.｡将来は,高効率モータを必焚

とするさまぎまな分野で使用されるように展開を恒lっ

ていきます｡+
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DRAMの2倍の記憶性能と低コスト
新半導体メモリ"PLEDM”

造を実現した

日立ヨーロッパ社の日立ケンブリッジ研究所は,1993年に英ケンブリッジ大学キヤベンディッシュ研究所と

共同で,電子を1個ずつ制御して数個の電子で1ビットの情報を記録する｢単一電子メモリ+を世界に先馬区けて提案

し実証することに成功した｡そして今【軋同日立ケンブリッジ研究所は英ケンブリッジ大学キヤベンディッシュ

研究所と共同で,DRAMの高速･高密度とフラッシュメモリの不揮発性を兼ね備える,まったく新しいコンセ

プトの高密度メモリ"PLEDM(Phase-State Low Electron-numberDrive Memory)”を開発し,1999

年5月にその基本動作原理の検証に成功した｡

■■

■■

■■

新半導体メモリ"PLEDM''

の開発に当たった,日立ケン
ブリッジ研究所の中里和郎主

管研究員(右)と同研究所の水
田 博ラボマネジャー兼主任

研究員(左)｡

ケンブリッジ大学との共同開発

一新型メモリ``pLEDM”が生まれた背景は｡
｢現在コンピュータの主記憶メモリとなっている

DRAMは,微細化による集積度向上が年々続いていま

すが.1ビットごとの信号を記錨するメモリセルのサイ

ズ縮小と,確実な動作性能という相良する課題を両＼ソニさ

せることはしだいに難しくなっています′､また,DRAM

は将来にわたっても膨大な設備指資が避けられないた

め,その代替柁術の早期の解立が必要とされていまし

た｡デバイス桔術のノウハウを持つ‖寸ニケンブリッジ

研究所と,電子の発見をはじめ,数多くの革新的なコ

ンセプトを/一卜んできたケンブリッジ人学は,1989年か

ら相互の強みを′卜かしたコラボレーションを進めてお

り,その中で所持術の開発に挑戦してきましたし1そし

て1996年,シリコン層のrl‾lに薄い絶縁膜を形成し,そ

れをチャネルとして電子の流れを制御するアイデアが

生まれ,これがPLEDMの基本概念となりました′-.+

DRAMとフラッシュメモリ,相互の

メリットを併せ持つ

-PLEDMの特徴は｡
｢ノ㌢回開発した新トランジスタ"PLEDTR”は,チャネ

ル部分に数ナノメートル(1ナノは10憶分の1)という非

常に薄いトンネル絶縁膜を3校挟み込んだ構造としてお

り,そのトンネル障壁の高さを外部電圧で変えて電7一

の流れを制御できるようにしています｡また,DRAM

のメモリセルはトランジスタと,電子をため込むキャ

TostC()nta与
◆､T

遜

T05tC011ta亡t

試作トランジスダ`pLEDM”の電子昂萱微鏡写真
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パシタの二つで構成していますが,PLEDMではキャパ

シタをゲインのあるトランジスタに置き掃え,二つの

トランジスタを＼大体的に集積しているので,セルサイ

ズを従来の半分にまで縮小し,同サイズで2倍の記憶性

能を実現しました｡)セルがゲインを持つことから,1セ

ルごとにため込む電子の数もDRAMの107了個に対して

100分の1の1,000個にまで減ったほか,トンネル構造と

なった喜込み用トランジスタが電√をしっかり抱え込

む形になっているため.信引呆持のためのリフレッ

シュ(一定間隔の電気供給)負担も軽くなり,消費電力

が大幅に低減しました｡さらに,PLEDMは読み出し･

書込み時間が10ns(ナノ秒)以下と高速で,現行グ)

DRAMと比べてもそん色がないほか,トランジスタ構

造のいっそうの最適化を図ることで,原理的には不揮

発化も可能となります｡つまり将来は,高速･揮発性

のDRAMと,低速･不揮発性のフラッシュメモリとい

う2タイプのメモリを使い剃ナる必要性も解消される可

能性があるわけです｡+

一新たな設備投資が必要となるのか｡
｢PLEDMは,製造血で新しい材料や超先端的な加

工柁術を必要としません｡現在の標準的なシリコン加

工柁術とラインを使ってそのまま製造が■耶拒なほか,

キャパシタを作る過程が要らない分∴逆に10%ほど工

程数を削減できると考えています｡また,肋_1二枝術の

向上とともに,いっそうの低電柱化と集積度の向上も

期待できます.こノ+

-今後の展開は｡
｢まずは.高速･人容量のDRAM代替メモリとして

3～5年後の製占占化を口指します｡そしてさらにはハー

ドディスクなどの記憶媒体の代替ともなるPLEDMの実

用化に向けて,研究開発を進めていきたいと考えてい

ますニ.+

一宇〕ニ｢
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日立ケンブリッジ研究所と英ケンブリッジ大学キヤベンディッシュ

研究所の共同研究メンバー



世界的な鉛規制の流れの中,独自に開発した

3種類の代 材料で鉛フリー化を実現

鉛は世界で年間500万t,わが国では27万tも使われているが,そのうち9,000tがはんだに使用されて

いる｡衆知のとおり,鉛は環境保護の観点から世界的に規制される方向にあり,鉛を使用しないはんだ付け,

すなわち｢鉛フリーはんだ+の実用化が急務となっている｡日立製作所は,1989年から大型計算機の一部に

すず一銀系の鉛フリーはんだを使用するなど,鉛フリー化に取り組んできており,独自に掲げている｢環境保護

行動指針+でも,新製品の鉛の使用量を1999年度までに半減し,2001年度には全廃するという指針を打ち

出した｡

萄

F■鞠

陶

鉛フリーはんだ技術の開発に当たった,本社生産･環境統括部物

づくり技術強化センタの小野躇史副技師長(左),生産技術研究所の
芹沢弘二主管研究員(中),および同研究所実装センタの曽我太佐男

主任研究員(右)｡背後は鉛フリーはんだの実験炉｡

3種類の材料で広い分野に対応

一鉛フリーの研究で最も苦労したのは｡
｢はんだの材料には2,000年も苦からすず一鉛が使われ

てきたのですが,その鉛を使わないようにしようとい

うのですから容易なことではありませんでした｡はん

だ材料は一般的に言って,使い勝手と感度とはトレー

ドオフの関係にあります｡したがって,製品が限定さ

れていれば,1種類の材料を用意するだけでよいのです

が,日立製作所で根う馳姑は多岐にわたっているので､

材料もそれぞれの分野に応じたものを開発する必要が

ありました｡そのため,私どもは3種類の材料を設計し,

田途や信頼性に応じて使い分けるようにしたのです｡+

-その3種類の材料とは｡
｢まず,融点が高い高温系の材料としてすず一銀糸合

金を用いることにしました｡これは強度に優れている

ので,特に高い信頼怖が求められる産業機器やフロー

(挿入実装型)製法を用いる電一子部品･基板に使打1でき

ます｡

一方,中温系にはすず一銀糸合金に少量のビスマスと
インジウムを涼如したものを使用します｡ビスマスを

添加すると融点が下がって使いやすくなるので,生存

量が多い一般家電占占などのリフロー(表面実装型)製法

を用いる部占い基板に使用できます｡リフロー製法で

は,リフロー炉中を通過する際に部品や基板が熟によ

る影響を受けやすいため,製品に応じた信相性を確保

しながら融点を下げる材料設計としました｡,

低湿系はすずにビスマスを57%含むもので,融点が

138℃と低く,使い勝手が良く,三次ノ亡的な階層実装

での低温側の接純材料として大型計算機の一部基板な

どに使川することにしています｡

この3種類の材料を用いることにより,日立製作所の

ほぼ全製占占で鉛フリー化が可能になりました｡これら

の鉛フリーはんだは,1999年春からパソコンの一部基

板や8mmビデオカメラ,掃除機,洗濯機などで実用化

しています｡+

新設備の充実と混載実装の対応が急務

一今後の課題は｡
｢高温系は融点が高いため,従来使用してきたリブロ

ー炉では部品･基板の耐熱性を超える温度になる場合
があります｡この間超をクリアするには,強制循環耳せ

リフロー炉を用いて炉内

温度のばらつきをなくす

ことが必要です｡リフロ

ーとフローを組み合わせ
た混載実装では,一度リ

フローではんだ付けした

部分がフローはんだ付け

暗に熟によるダメ】ジを

受けてはなりません｡今

後は混載実装が増えるこ

とが予測されるため,適

正なプロセス設計桔術の

研究を進めていきます｡+

鉛フリーはんだ付け部分の拡

大図

鉛フリーはんだ材料の年封軌課題.用途など

材料タイ

項目
高温系(Biなし) 中温系(低Bi濃度) 低温系(高Bj濃度)

リフロー
Sn-3Ag-0.7C] Sn-3Ag-0.7CいBi(＋ln)Sn-2.8相-15Bj

S【一1Aq-578i

フロー
Sn-3A9-0.7Cu

Sn-0.7Cu

★ S〔-1相一57日i

特徴

･信頼性はPb-S【 ･ぬれ性は高温系 ･作業温度は
共晶と同等以上

･はんだ付け温度は
Pb-S[より高い

よりも良好 現行以下

注意点 ･基板･部品の lPb-Snメタライズ ･1000C以下の
耐熱性 での界面強度 温度で使用

日立製作所での

主な適用実績

･掃除機 ･パソコンの ･大型計算機の

･洗濯機 一部基板 マザーボード

･8mmビデオカメラ ･洗濯機の表示基板
子主:★リフトオフが発生するのでリブローと同一材料は使用せず,高温系材料を使用
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